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10/7/2004日本組織神学会・２００４年度講演

組織神学の可能性－＜宗教と科学＞関係論の観点から
京都大学

芦名定道

＜内容＞

１．はじめに

２．組織神学と相関の方法

３ 「宗教と科学」関係論．

４．展望

１．はじめに

自分自身は、必ずしも組織神学、神学者という立場をとっていないが、それに関

連した問題領域を専門としている。この視点から組織神学の問題を考えたい

１．この講演の目的は問題提起であり、解答を提示することではない

現代において、組織神学は容易ではない。なぜか。

研究の専門化による総合の困難さ（聖書学と組織神学）

総合では規範性が問われるが、そこにも困難がある

現代の思想状況においてキリスト教の立場を鮮明に打ち出すことの問題

内的にもキリスト教の立場を明確化するのは容易ではない

「正統と異端」の枠組みの解体

（＝ の解体）Corpus Christianum
２．組織神学の争点としての方法論（弁証学）

方法論に比重が置かれるのが、近代以降の動向（ダルフェルス）

補助学（周辺関連の諸学科）の大切さ（シュライアーマッハー）

諸学との関係性の確保 → 神学の科学性・学問性

歴史学、心理学、解釈学と存在論などなど

神学的言い方をすれば、聖書学（正典論）と啓示論

大木神学（ 組織神学序説』教文館）『

３．では、神学は、組織化や体系化を断念し、個別の専門領域の雑多な集合体という道を

選ぶのか。新しい組織神学の可能性はないのか。

４．以下 「相関の方法」と「宗教と科学」関係論という二つの点に着目して、組織神学、

の可能性について考えてみたい。

２．組織神学と相関の方法

５．組織神学（弁証学、教義学、倫理学）と方法の問題

組織神学：三つの部門あるいは構成要素

弁証学：理論的基礎、神学の真理概念、宗教哲学的問いa.
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教義学：キリスト教メッセージを構成する諸象徴の構造化・体系化b.
倫理学：実践的視野の確保、社会的関係性のネットワークにキリスト教的c.

生を結びつけるという課題

(Metohd of Correlation)６．相関の方法

方法というよりも神学的思惟の基本構造としての位置づけ

「状況とメッセージ」構造

いわゆる問いと答えの相関は、この構造の一つの具体化

相関自体が歴史性をもつ

状況とメッセージは相互に相手を組み込むことによって重層性をなして

いる。メッセージを構成する聖書と伝統

可能なのは、永遠の神学ではなく、いま・ここの神学

７．現代の状況に相関するものとして、組織神学を再構築する課題

組織神学の可能性とは、相関の具体化の問題となる。

森本あんり『アジア神学講義』の例：文脈化と伝統

８．状況をいかに捉えるか

ティリッヒとパネンベルクの共通性：意味の問い

意味の問いという観点から、人間学という意味での基礎的存在論

これは、コミニュケージョン論を必要とする

９．現代の思想状況・歴史的状況における相関の具体化の可能性

様々な可能性がある

宗教的多元性、ジェンダー・フェミニズム、戦争・平和、民族などなど

しかし、神学にとって、こうした諸問題と比べても勝るとも劣らない重要性を有し

ているのが 「宗教と科学」の関係をめぐる問題群であろう（科学あるいは科学技術こそ、

が、近現代人の状況を大きく規定しているものだから 。これは、近代とポスト近代に状）

況におけるキリスト教の合理性や真理性を論じる際のポイントであるから。

３ 「宗教と科学」関係論．

「宗教と科学」関係論：その可能性と射程 マクグラス10 cf.．

基礎論：形而上学の再構築

思想史：近代科学の成立・展開とキリスト教

実践論：倫理的諸問題

組織化：？

「宗教と科学」の関係論の課題11．
理論：自然神学、形而上学的問いの不可避性

パネンベルク：偶然性の問題、全体性の問題（経験の有意味性の構造）

科学自体が含意しつつも、顕わには神学的問題として立てられ

るべき問い

パネンベルクとモルトマン

近代精神の分裂状況の克服

実践：環境危機に対処するための宗教と科学の協力
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環境に優しい、他の生命体と共生するエートスの形成

マクフェイグ：感受性

モルトマン：エートス

４．展望

「宗教と科学」関係論から見た組織神学の形12．
学問性：世俗性の位置、教会と個人（たとえば科学者）との関係の問題

スピリチュアリスムスと教会、科学と信仰との関係の提示

体系・形態：三位一体論、時間と空間のバランスの回復（時間偏重に対して）

終末論の描くヴィジョン（全体性を問う地平としての終末論）

形而上学的枠組みに対して、

倫理：共生、責任性、共感・配慮というものに基づくエートス
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